
【多様な「観」を愉しむ子どもの育成（１年次）】 

【研究の概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究テーマ】 

          多様な「観」を愉しむ理科学習 
 

【問題意識】 

   

【研究内容】 

１ クリティカルシンキングを働かせながら、自分の考えを更新・再構築するための手立て 

理科における問題解決の過程では、観察・実験などの結果を根拠として、多様な他者と吟味しなが

ら、自分の考えを更新・再構築していくことが重要である。 

そこで本研究では、クリティカルシンキング※１を働かせながら、自分の考えを更新・再構築して

いくための手立てについて研究を行う。具体的には、アーギュメント※２を取り入れる。自分の考え

の根拠、主張、理由を整理し、自分と仲間の考えの違いや共通点を批判的に吟味することで、自分の

考えを更新・再構築することができるようにする。その際、「その結果だけでは言えないと思う。」

「条件が違うのではないか。」「〇〇さんの考えと比べると。」「最初はこう思っていたけれど。」など、

自分の考えを見直したり修正したりする姿をめざす。手立ての有効性については、抽出児の発話記

録やノート記述、振り返りの変容を基に検証する。 

 

※１ 本研究におけるクリティカルシンキングとは、考察の場面において観察・実験などで得られ

た結果を根拠として考えた主張の理由が、科学的かどうかを批判的に吟味する思考である。 

※２ 本研究におけるアーギュメントとは、自分や仲間の主張について、観察・実験などの結果を根

拠とし、科学的に議論する場のことである。 

【研究の視点①】 

多様な「観」を子どもから表出させる

ための手立て 

【研究の視点②】 

子どもが多様な「観」を愉しむための

手立て 

昨年度まで、「科学的に問題解決する力を高め、日常生活をより豊かにする理科学習」をテーマに研

究を進めてきた。その結果、予想や仮説に立ち返りながら問題解決する姿や、理科の学びを日常生活と

結び付けて考えようとする姿が見られるようになった。一方で、考察の場面において、自分の予想に固

執してしまう姿、自分の班の結果だけで考察してしまう姿、観察・実験などの結果を根拠として考えら

れていない姿も見られた。さらに、仲間と結果や考えについて交流しても、自分の考えと照らし合わせ

ながら科学的に吟味したり、新たな見方・考え方に気付いたりする姿は十分とは言えなかった。 

【理科学習でめざす子どもの姿】 

感じる段階 ・ 自然の事物・現象に対する自分の「観」を自覚する姿 

・ 自然の事物・現象に対する仲間と自分の「観」の違いや共通点に気付く姿 

調整する段階 ・ 多様な「観」を生かしながら、根拠を基により妥当な考えをつくりだそうとする姿 

・ 多様な「観」を生かしながら、自然の事物・現象を見つめ直そうとする姿 

 



【多様な「観」を愉しむ子どもの育成（１年次）】 

 

 

 

 

２ 多様な「観」を基に、自然の事物・現象の見方を広げようとするための手立て 

理科の学びを通して、子どもたちは身の回りの自然の事物・現象を見つめ直し、これまで気付かな

かったことに気付いたり、これまでとは異なる見方で捉えたりするようになる。特に、自分と異なる

「観」にふれることは、自然の事物・現象に対する見方を広げ、世界の見え方を更新していくことに

つながっていく。 

そこで本研究では、多様な「観」を基に自然の事物・現象を多面的に捉えながら、自分の「観」を

広げていくための手立てについて研究を行う。具体的には、「どこに着目したか」「なぜそう考えた

か」など、一人一人の「観」を共有する場を問題解決の過程に柔軟に位置付ける。そうすることで、

自分と仲間の「観」を比較・関連付けながら、多様な「観」を基に自然の事物・現象を多面的に捉え

たり、自分の「観」を広げたりすることができるようにする。その際、「そこには気付かなかった。」

「前とは違う見え方になった。」「その見方もあると思った。」など、仲間と自分の「観」を比較して

いる姿を価値付けることで、多様な「観」の面白さやよさに気付くことができるようにする。また、

単元の導入と終末の段階で自分の「観」を振り返る場を設定したり、理科の学びを身の回りの自然の

事物・現象とどのようにつながるのかを問い返したりすることで、理科の学びを日常生活と結び付

けながら自然の事物・現象を見つめ直すことができるようにする。こうした学びを通して、仲間との

「観」の違いや共通点を愉しみながら、身の回りの自然の事物・現象をこれまでとは異なる見方で捉

えたり、理科の学びを日常生活と結び付けて生かそうとしたりする姿につなげていく。手立ての有

効性については、抽出児の発話記録やノート記述、振り返りの変容を基に検証する。 



第４学年３組 理科学習指導案 

授業提案者 園田 怜央 

１ 単元名 

電気のはたらき 

２ 単元の目標及び評価規準 

Ａ⑶ 

電流の働きについて、電流の大きさや向きと乾電池につないだ物の様子に着目し、それらを関係付けて電流の

働きを追究する活動を通して、乾電池の数やつなぎ方を変えると電流の大きさや向きが変わり、豆電球の明るさ

やモーターの回り方が変わることを理解し、観察・実験などに関する技能を身に付けるとともに、既習事項や生

活経験を基に、電流の働きについて根拠のある予想や仮説を発想し、表現して、主体的に問題解決しようとする

態度を育成する。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

① 乾電池の数やつなぎ方を変える

と、電流の大きさや向きが変わり、

豆電球の明るさやモーターの回り

方が変わることを理解している。 

 

 

 

② 電流の働きについて、器具や機

器などを正しく扱いながら調べ、

その過程や得られた結果を適切に

記録している。 

① 電流の働きについて追究する中

で、既習事項や生活経験を基に、

電流の大きさや向きと乾電池につ

ないだ物の様子との関係につい

て、根拠のある予想や仮説を発想

し、表現している。 

 

② 電流の働きについて、観察・実

験などから得られた結果を基に考

察し、表現するなどして、問題解

決をしている。 

① 電流の働きについての事物・現

象に進んでかかわり、仲間とかか

わりながら、主体的に問題解決し

ようとしている。 

 

 

 

② 電流の働きについて学んだこと

を、学習や日常生活に生かそうと

している。 

３ 単元について 

本単元は、電流の大きさや向きと乾電池につないだ物の様子との関係について、根拠のある予想や仮説を基に

追究する活動を通して、電流の働きを理解し、主体的に問題解決しようとする態度の育成をねらいとしている。 

乾電池は日常生活で広く用いられており、子どもはこれまでの経験を根拠に、自分なりの予想や仮説を発想す

ることができる。また、乾電池のつなぎ方を子どもに委ねることで、多様な仮説が生まれ、結果を根拠に電流の

働きについて考えることができる教材である。 

本単元は、「エネルギーの変換と保存」の基本的な概念について、根拠のある予想や仮説を基に追究する活動を

通して、多様な「観」を基に、電流の働きについての事物・現象を多面的に捉え、自分の考えを更新・再構築し

たり、電流の働きについての見方を広げたりすることができ、科学的に問題解決する力を高める上で意義深い。 

４ 子どもについて 

子どもは、第３学年「電気で明かりをつけよう」の学習で、電気を通すつなぎ方と通さないつなぎ方について

学習している。また、日常生活でリモコンや懐中電灯など、乾電池を用いた製品にふれる機会もある。理科の学

習では、既習事項や生活経験を基に予想や仮説を発想し、科学的に問題解決をする経験を積んでいるところであ

る。一方で、考察の場面では、結果のみを記述してしまい、結果を根拠として考察をする姿は十分とは言えない。 

抽出児は、自分なりの見方や考え方を基に自然の事物・現象を捉えることができる。第４学年「地面を流れる

水の行方」の学習では、考察の場面において、「地面の凹みに水がたまることが分かった。」と記述していた。そ

の後、仲間から「水は高いところから低いところへ流れ、凹みにたまったのではないか。」という考えが出された

が、その後の振り返りの場面においても、「凹みに水がたまっていた。」と分かったことを述べるにとどまってお

り、仲間の考えを基に自分の考えを更新・再構築する姿は見られなかった。また、第４学年「春の生き物」の学

習では、興味のあるツマグロヒョウモンについては意欲的に観察していたが、他の生き物を観察しようとする姿

はあまり見られなかった。自分の興味や関心があるものについては意欲的に追究するものの、観察・実験などの

結果や仲間の考えを基に自分の考えを更新・再構築する姿は十分とは言えない。そのため、本単元の学習を通し

て多様な他者とのかかわりを通して、多様な「観」にふれながら、自分の考えを更新・再構築したり、新たな見

方や考え方を広げたりしていく姿に期待したい。 

抽出児について 

 

 ※ 個人情報保護の観点から、省略します。 



５ 研究内容 

本単元における、多様な「観」を愉しむ子どもの姿 

 乾電池のつなぎ方について、自分と仲間の考えの違いや共通点に気付き、それらを生かしながら結果を根拠とし

て、電流の大きさや向きとつないだ物の様子との関係について吟味し、より妥当な考えをつくりだそうとする姿。 

１：クリティカルシンキングを働かせながら、自分の考えを更新・再構築するための手立て 

本単元では、考察の場面において、アーギュメントを用いて結果（根拠）と考察（主張）との関係を整理する場

を設定する。「その理由で（みんな）納得できるか」「その結果だけで言えるか」の視点を基に、理由について批判

的に吟味することで、クリティカルシンキングを働かせながら、自分の考えを更新・再構築できるようにする。 

本時では、乾電池２個のつなぎ方による、つないだ物の様子を結果として共有する。その後、共有した結果を基

にアーギュメントを用いて整理する。さらに、「乾電池を２個にすると、電流は大きくなると言えるか」「他のつな

ぎ方の結果からも同じことが言えるか」の視点を基に、批判的に吟味する場を設定することで、自分の考えを更新・

再構築することができるようにする。また、仲間との話合いを通して得た新たな気付きや分かったことを朱書きで

書き加えさせることで、自分の考えを見直しながら、更新・再構築できるようにする。 

２：多様な「観」を基に、自然の事物・現象の見方を広げようとするための手立て 

本単元では、豆電球やモーターを用いた自由試行を通して見いだした多様な気付きや疑問を基に、単元を貫く学

習問題を設定する。そうすることで、電流の働きについて興味・関心をもち続けながら問題解決に取り組むことが

できるようにする。また、単元導入の段階と終末の段階の考えを比較する場を設定することで、電流の働きについ

て自分の考え方がどのように変容したり、見方が広がったりしたのかを自覚できるようにする。 

 本時では、終末段階で乾電池のつなぎ方と電流の大きさとの関係について振り返る場を設定する。その際、「今

日の学びを基に、身の回りの乾電池を使ったものを見てみると、どんなことが考えられるかな。」と問うことで、

本時の学びと日常生活とのつながりに気付くことができるようにする。また、身の回りにある乾電池を用いた物に

ついて、本時までに得た見方や考え方を基に、乾電池のつなぎ方や電流の働きについて考えることで、これまで何

気なく見ていた電流の働きについての見方を広げることができるようにする。 

６ 単元指導計画（８時間）  

段階 主な学習活動及び学習内容 教師の手立て 知・技 思・判・表 態 

 
 
生
み
出
す 
⑵ 

１ 豆電球やモーターを用いた自由試行を

通して、気付きや疑問を見いだし、単元

を貫く学習問題を設定する。〈２時間〉     

 ○ 豆電球やモーターを用いた自由試行 

  ○ 単元を貫く学習問題 

 

 

 ○ 単元導入の考え 

○ 豆電球やモーターを用いた自由試行の場を設

定することで、多様な気付きや疑問を見いだすこ

とができるようにする。 

○ 自由試行を通して生じた結果のずれや、多様な

気付きや疑問を取り上げることで、単元を貫く学

習問題を設定することができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 ①② 

 

 

 

挑
む 
⑷ 
 
 

２ 電流の働きについて追究する。 

〈４時間〉 

 ○ 電流の向き          ⑵ 

            

 

 

           

 ○ 電流の大きさ         ⑵ 

 

 

 

○ 根拠・主張・理由を整理できるアーギュメント

を用いることで、自分の主張やその理由を明確に

表現できるようにする。 

○ アーギュメントを基に話し合う場を設定し、

「その理由でみんな納得できるか」などの視点を

示すことで、批判的思考を働かせながら、理由を

吟味できるようにする。 

○ 本時の学びを身の回りにある乾電池を用いた

物と関連付けて振り返る場を設定することで、学

習した見方や考え方を基に電流の働きの事物・現

象を見つめ直すことができるようにする。 

 

 

① 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

生
か
す 
⑵ 

３ 本単元での学びを生かして、単元を貫

く学習問題について考えたり、ものづく

りを行ったりする。        〈２時間〉 

 ○ 単元終末の考え 

○ ものづくり 

  ・プロペラカー  

・モーターカー 

○ 単元導入と終末の考えを比較できるようにす

ることで、自分の考え方や電流の働きについての

見方がどのように変容したのかを自覚すること

ができるようにする。 

○ 本単元の学びが、ものづくりや日常生活にどの

ようにつながるかについて問うことで、学習した

見方や考え方を生かすことができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

①② 

 

 

 

 

本時 

4/4 

発言分析 

記述分析 

記述分析 

行動分析 

記述分析 

記述分析 

行動分析 

 電気にはどのような秘密があるの

だろうか。 

 乾電池の向きが変わると、電流の向

きも変わるのだろうか。 

 乾電池を２個にすると、電流は大き

くなるのだろうか。 



乾電池２個のつなぎ方による電流の大きさについて、結果を根拠に話し合ったことを基に、自分の考えを更

新・再構築している。                   （思考・判断・表現②）【発言分析・記述分析】 

７ 本時の目標 

 

 

８ 本時の指導過程 

学習活動及び学習内容（★は評価にかかわるもの） 教師の手立て 

１ 本時の学習内容と追究方法について確認する。 

○ 学習問題 

 

 

 

 ○ 仮説 

 

 

 

 

 

 

 ○ 追究方法の確認 

  ・「簡易検流計や豆電球を使って確かめよう。」 

  ・「ミニ扇風機の風の強さで確かめよう。」 

  ・「乾電池１個のときと比べる必要があるな。」 

 

２ 乾電池２個のつなぎ方によるつないだ物の様子に

ついて追究し、結果を記録する。 

○ 電流の大きさ 

  

 

 

 

 

３ 実験結果について話し合う。（★） 

○ 結果からの考察 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本時の学習について振り返る。 

○ 結論 

 

 

 ○ 振り返り 

  ・「ラジコンは電池が長持ちするために、並列つな

ぎになっているのではないかな。」 

 

○ 乾電池の部分を隠したミニ扇風機２機の事象提示

から、乾電池の数が増えると電流が大きくなるという

予想を基に学習問題を設定したことを想起できるよ

うにする。 

○ 直列つなぎ、並列つなぎ、乾電池の向きが反対のつ

なぎ方について、それぞれのつなぎ方について立てた

仮説を確認することで、本時で確かめることを明確に

できるようにする。 

 

 

 

○ どのような方法で電流の大きさを確かめようとし

ていたのかを確認することで、実験の見通しをもつこ

とができるようにする。 

 

 

 

 

○ 簡易検流計の値やつないだ物の様子を客観的に記

録できるように促すことで、結果を事実として自分の

主張を考えることができるようにする。 

 

 

 

 

○ アーギュメントを用いて、「その結果から、なぜそ

う考えたのかな。」と問うことで、それぞれのつなぎ

方による結果を根拠に理由を明確にできるようにす

る。 

○ 「乾電池を２個にすると電流は大きくなると言える

か」「他のつなぎ方の結果からも同じことが言えるか」

という視点を基に、批判的に吟味する場を設定するこ

とで、自分の考えを更新・再構築できるようにする。 

○ 仲間との話し合いを通して得た新たな気付きや分

かったことを朱書きで書き加えさせることで、自分の

考えを見直しながら更新・再構築できるようにする。 

 

 

 

 

○ 「今日の学びを基に、身の回りの乾電池を使ったも

のを見てみると、どんなことが考えられるかな。」と

問うことで、本時の学びを基に自然の事物・現象の見

方を広げることができるようにする。 

９ 本時の評価規準 

 

 

 乾電池２個のつなぎ方による電流の大きさについて、結果を根拠として話し合ったことを基に、自分の考えを

更新・再構築することができる。 

 乾電池を２個にすると、電流は大きくなるのだろ

うか。 

① 電流の大きさやつないだ物の様子を

調べる。 

② 結果を記録する。 

 乾電池を２個にすると、電流が大きくなるときと

ならないときがある。 

「直列つなぎは、電流が大き

くなるからプロペラが速く回

るはずだ。」 

「並列つなぎは、電流の大き

さは変わらないから豆電球の

明るさは１個のときと同じく

らいの明るさのはずだ。」 

「乾電池が反対を向

いているから電気が

流れなくてプロペラ

が動かないんじゃな

いかな。」 



10 当日の板書 

 

 

 


